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士
幌
高
原
道
路
に
数
々
の
疑
問

士
幌
高
原
道
路
の

「全
線
ト
ン
ネ
ル
案
」

は
、

一
九
九
五
年
五
月
に
環
境
庁
自
然
環

境
保
全
審
議
会
が
こ
れ
を
認
め
る
答
申
を

行

い
、
同
年
八
月
に
環
境
庁
が
全
線
ト
ン

ネ

ル
案
を
盛
り
こ
ん
だ

「大
雪
山
国
立
公

園
公

園
計
画
の
変
更
」
を
公
示
し
ま
し
た
。

現
在

、
道
路
の
事
業
主
体
で
あ
る
北
海
道

は
、
現
地
で
の
地
質
や
環
境
の
調
査
、
ト

ン
ネ

ル
設
計
の
準
備
な
ど
を
進
め
て
い
ま

す
。行
政
的
な

「手
続
き
」
と
し
て
は
、
い

ま

、
こ
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

士
幌
高
原
道
路
は
本
当
に
こ
の
ま
ま
建
設

さ
れ

て
良

い
の
で
し
ょ
う
か
?

私
た
ち

は
大
き
な
疑
問
を
抱
い
て
い
ま
す
。
そ
の

問
題
点
の
あ
ら
ま
し
は
、
会
誌

『北
海
道

の
自

然
』
(
三
四
号
、

一
九
九
六
)
の
特

集

「士
幌
高
原
道
路
の
関
連
問
題
」
に
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
五
月

の
環
境
庁
自
然
環
境
保
全
審

議
会

の
答
申
が
で
た
後
、
北
海
道
新
聞

(
一
九
九
五
年
六
月

一
日
)
は
、
「な
お
論

議
必
要
な
士
幌
高
原
道
路
」
と
い
う
社
説

を
掲
げ
ま
し
た
。
こ
の
社
説

で
は
、
「
そ

れ
に
し
て
も
、
な
ぜ
こ
の
道
路
が
必
要
な

の
か
。
私
た
ち
は
、
こ
の
段
階
を
迎
え
て

も
な
お
論
議
が
不
十
分
で
あ
り
、
国
立
公

園
内

に
道
路
を
建
設
す
る
こ
と
の
是
非
を

め
ぐ
る
基
本
論
議
を
尽
く
す
べ
き
だ
と
考

え
る
」
と
論
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
主
張
は
、

多
く
の
北
海
道
民
の
考
え
方
を
代
弁
し
て

く
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
北
海
道
自
然
保
護
協
会
は
、
環

境
庁
が
全
線
ト
ン
ネ
ル
案
を
審
議
会
に
諮

問
す
る
こ
と
が
濃
厚
と
な

っ
た

一
九
九
五

年
三
月
に
、
十
勝
自
然
保
護
協
会
、
北
海

道
自
然
保
護
連
合
と
連
名
で
、
環
境
庁
長

官
に
対
し
て
、
環
境
庁
が
全
線
ト
ン
ネ
ル

案
を
自
然
環
境
保
全
審
議
会
に
諮
問
す
る

の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
前
に
次
の
こ
と
を
明

ら
か
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
、
と
の

「質

問
状
」
を
提
出
し
ま
し
た
。
そ
の
質
問
の

前
書
き
に
は
、
「
そ
も
そ
も
公
園
計
画

の

見
直
し
は
、
旧
来
の
計
画
が
、
そ
の
後
の

情
勢
変
化
に
よ
り
、
現
在

の
、
あ
る
い
は

将
来

の
、
自
然
的

・
社
会
的
条
件
か
ら
見

て
適
切
で
あ
る
か
否
か
を
チ

ェ
ッ
ク
す
る

こ
と
が
基
本
で
あ
り
ま
す
。
し
た
が

っ
て

事
業
の
継
続
性
や
既
得
権
に
配
慮
し
、
事

業
の
継
続
を
選
択
す
る
場
合
に
は
、
そ
れ

な
り
の

『合
理
的
』
な
根
拠
が
明
示
さ
れ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
あ
り
、
質
問

は
九
項
目
に
な

っ
て
い
ま
す

(九
項
目
の

内
容
は
、
N
C
九

一
号
参
照
)。

こ
の
質
問
は
、
ま
さ
に
北
海
道
新
聞
の

社
説
が
指
摘
す
る

「基
本
論
議
」
に
関
す

る
も
の
で
す
。
し
か
し
環
境
庁
は
私
た
ち

の
疑
問
に
は
答
え
て
く
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ

で

一
九
九
五
年
七
月
と

一
九
九
六
年

一
月

に
、
環
境
庁
長
官
あ
て
に
再
度
の
回
答
要

請
を
し
ま
し
た
が
、
や
は
り
現
在
に
至
る

ま
で
回
答
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
で
は
基

本
論
議
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

岩
垂
環
境
庁
長
官
に
直
接
陳
情

今
年

一
月
の
内
閣
改
造
で
環
境
庁
長
官

に
は
岩
垂
寿
喜
男
衆
議
院
議
員
が
就
任
し

ま
し
た
。
皆
さ
ま
も
ご
存
じ
の
よ
う
に
、

岩
垂
議
員
は
超
党
派
で
結
成
さ
れ
て
い
る

自
然
保
護
議
員
連
盟
の
幹
事
長
を
、
永
年

に
わ
た
っ
て
務
め
ら
れ
て
き
た
自
然
保
護

の
ベ
テ
ラ
ン
で
す
。
そ
こ
で
私
た
ち
は
、

岩
垂
環
境
庁
長
官

に
直
接
お
目
に
か
か
り
、

士
幌
高
原
道
路
計
画
の
問
題
点
を
ご
理
解

い
た
だ
こ
う
、
と
考
え
ま
し
た
。

幸

い
に
も
当
協
会

の
八
木
健
三
元
会
長

が
、
大
石
武

一
先
生

(初
代
環
境
庁
長
官
、

厳
密
に
い
う
と
二
代
目
)
と
面
識
が
あ
る

の
で
、
大
石
先
生
を
通
じ
て
岩
垂
長
官

へ

の
面
会
を
お
願

い
し
た
と
こ
ろ
、
去
る
五

月
二

一
日
に
そ
の
機
会
が
与
え
ら
れ
ま
し

た
。
上
京
し
た
の
は
八
木
健
三
元
会
長
、

及
川
裕
十
勝
自
然
保
護
協
会
会
長
、
そ
れ

に
私
の
三
人
で
す
。

(北
海
道
自
然
保
護

連
合
は
都
合
で
出
席
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
要
望
書
に
は
名
を

つ
ら
ね
て
い
ま
す
。)

私
た
ち
は
士
幌
高
原
道
路
計
画
の
問
題

点
を
説
明
し
た
う
え
で
、
次
の
こ
と
を
お

願

い
し
ま
し
た
。

一

士
幌
高
原
道
路

の
公
園
事
業
再
開
に

向
け
た
行
政
手
続
き
を
い
っ
た
ん
凍
結

し
、
自
然
環
境
保
全

の
基
本
お
よ
び
大
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雪
山
国
立
公
園
の
特
性
に
沿

っ
て
、
抜

本
的
再
検
討
を
行
う
こ
と
。

二

環
境
問
題
に
関
す
る
情
報
公
開
の
趣

旨
に
も
と
づ
き
、
次
の
措
置
を
講
ず
る

こ
と
。

①

一
九
九
五
年
三
月
二
五
日
づ
け
で
、

北
海
道
自
然
保
護
協
会
、
十
勝
自
然

保
護
協
会
、
北
海
道
自
然
保
護
連
合

が
宮
下
創
平
環
境
庁
長
官
に
対
し
て

提
出
し
た
、
「大
雪
山
国
立
公
園
計

画
に
お
け
る
士
幌
高
原
道
路
の
取
扱

い
に
関
す
る
質
問
状
」
に
文
書
回
答

す
る
こ
と
。

②

一
九
九
五
年
五
月
三
〇
日
の
自
然
環

境
保
全
審
議
会
で
士
幌
高
原
道
路
問

題
が
ど
の
よ
う
に
・審
議
さ
れ
た
の
か
、

議
事
録
公
開
を
含
め
て
審
議
経
過
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

そ
れ
に
対
す
る
岩
垂
長
官
か
ら
の
回

答
は
、
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
も

の
で
し

た
。
士
幌
高
原
道
路
問
題
に
つ
い
て
は
、

①

異
例
中
の
異
例
と
し
て
審
議
会
諮

問
前
に
委
員
が
現
地
視
察
を
す
る
な

ど
、
専
門
家
に
よ

っ
て
慎
重
に
審
議

さ
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
北

海
道
知
事
か
ら
道
路
を
造
り
た

い
と

の
強

い
要
望
も
で
て
い
る
こ
と
、
な

ど
行
政
的
に
必
要
な
手
順
、を
踏
ん
で

結
論
が
で
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
理

解
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

②

審
議
会
の
審
議
内
容
は
非
公
開
の

扱

い
に
し
て
き
た
経
緯
が
あ
る
の
で
、

現
状
で
は
公
開
で
き
な
い
が
、
で
き

る
範
囲
で
の
情
報
提
供
は
行
い
た
い
。

③

こ
の
ま
ま
推
移
す
れ
ば
今
後
は
公

園
事
業
承
認
の
手
続
き
に
向
か
う
が
、

そ
の
段
階
で
審
議
会

へ
の
諮
問
な
ど
、

自
然
保
護
で
必
要
な
チ
ェ
ッ
ク
を
行

い
た

い
。

④

自
然
保
護
団
体
が
要
望
す
る
内
容

は
理
解
で
き
る
点
も
あ
る
の
で
、
こ

れ
を
機
会
に
問
題
点
を
勉
強
し
た
い
。

と
く
に
①
の
点
を
繰
り
返
し
強
調
さ
れ

ま

し
た
。
私
た
ち
は
、
も
う
す
こ
し
踏
み

込

ん
だ
発
言
を
期
待
し
た
の
で
す
が
、
大

い
に
失
望
し
ま
し
た
。
当
日
は
時
間
の
関

係
で
、
そ
の
場
で
反
論
す
る
機
会
が
な
か
っ

た

の
で
、
私
た
ち
の
考
え
方
は
別
に
手
紙

で
岩
垂
環
境
庁
長
官
に
伝
え
て
あ
り
ま
す
。

情
報

「非
公
開
」
は
役
所
の
古
い
体
質

岩
垂
環
境
庁
長
官
は
、
「
審
議
会
の
専

門
家
が
、
慎
重
に
審
議
し
て
結
果
を
だ
し

た

の
だ
か
ら
理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
繰
り
返
し
ま
し
た
。
し
か
し
審
議
会
で

「ど
う
審
議
し
た
か
」

の
内
容
は
公
開
し

て
く
れ
ま
せ
ん
。
私
た
ち
が

「
な
ぜ
、
ど

ん
な
理
由
で
」
と
質
問
し
た
こ
と
に
も
答

え

て
く
れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
で
は
、
戦
前
ま
で
の

「由
ら
し
む

べ
し

知
ら
し
む
べ
か
ら
ず
」

と
同
じ

〈愚
民
政
策
〉
で
す
。
最
近
は
、
厚
生
省

の
薬
害

エ
イ
ズ
問
題
、
大
蔵
省
の
金
融
機

関
指
導
問
題
、
北
海
道
な
ど
の
官
々
接
待

や
公
金
不
正
使
用
問
題
な
ど
、
役
所
の
信

用
を
失
墜
さ
せ
る
事
件
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
明

る
み
に
で
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
、
理

由
や
根
拠
は
明
ら
か
に
せ
ず
、
結
果
だ
け

示
し
て
、
「理
解
し
て
い
た
だ
き
た

い
」

と
い
わ
れ
て
も
、
だ
れ
が
納
得
で
き
る
で

し
ょ
う
か
。
士
幌
高
原
道
路
計
画
に
は
、

あ
ま
り
に
も
疑
問
点
や
矛
盾
点
が
多
す
ぎ

る
の
で
す
。
行
政
の
意
思
決
定
の

「不
透

明
」
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

一
九
九
三
年
に
制
定
さ
れ
た
環
境
基
本

法
で
は
、
環
境
問
題
に
と
り
く
む
た
め
に

必
要
な
、
行
政
、
事
業
者
、
国
民
そ
れ
ぞ

れ
の

「責
務
」
を
定
め

(第
六
～
九
条
)、

ま
た
国
は

「民
間
団
体
等
の
自
発
的
な
環

境
保
全
活
動
を
促
進
す
る
た
め
の
措
置
」

を
講
じ
る
と
と
も
に
、
適
切
な

「情
報
の

提
供
」
に
務
め
る
こ
と
を
定
め
て
い
ま
す

(第
二
六
～
二
七
条
)。
し
か
し
環
境
庁
の

士
幌
高
原
道
路
問
題
に
対
す
る
態
度
は
、

環
境
基
本
法
に
ま

っ
た
く
逆
行
し
て
い
ま

す
。日
本
自
然
保
護
協
会
の

「自
然
保
護
」

最
新
号

(四
〇
八
号
、

一
九
九
六
)
に
よ

れ
ば
、
岩
垂
環
境
庁
長
官
は
イ
ン
タ
ビ

ユ
ー

に
答
え
、
「
(環
境
行
政
に
欠
け
て
い
る
の

は
)
市
民
の
広

い
参
画
を
確
保
し
た
意
思

決
定
シ
ス
テ
ム
」
で
あ
り
、
「国
民
全
体

の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
た
行
政
を
目
ざ
す

に
は
、
参
加

・
公
開
の
場
を
広
げ
る
こ
と

が
不
可
欠
」
と
発
言
し
て
い
ま
す
。
こ
の

発
言
が
岩
垂
長
官

の
真
意
を
伝
え
て
い
る

と
す
れ
ば
、
五
月
二

一
日
の
士
幌
高
原
道

路
問
題

へ
の
対
応
は
、
ま

っ
た
く
理
解
に

苦
し
む

〈言
行
不

一
致
〉
と

い
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
、
環
境
庁
長
官
が
、
そ
し
て

環
境
庁
の
実
務
担
当
者
が
、
環
境
基
本
法

の
精
神
に
沿

っ
て
、
ま
ず
士
幌
高
原
道
路

問
題
で
提
起
さ
れ
た
疑
問
点
に
答
え
、
審

議
の
経
過
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
、
そ
し

て

「論
議
」
を
深
め
な
が
ら

「
国
民
全
体

の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
」
を
得
る
努
力
を
す
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
い
ま

の
ま
ま

士
幌
高
原
道
路
の
工
事
再
開
に
向
か
え
ば
、

間
違

い
な
く
、
環
境
行
政
に
汚
点
を
残
す

こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
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㈹
北
海
道
自
然
保
護
協
会

九
九
六
年
度
通
常
総
会
要
録

日
時

一
九
九
六
年

五
月
十

八
日
㈹
午

後

一
時
半
～

場
所

道
民
活
動

セ
ン
タ
ー

(
か
で
る
2

・
7
)

(札

幌
市

中
央
区
北

二
条
西
七
丁
目
)

俵
会
長
挨
拶

昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
、
道
庁
で
は

官
々
接
待
や
公
金
不
正
使
用
問
題
、

一
方
、

国
の
方
で
は
大
蔵
省
の
住
専
処
理
問
題
、

厚
生
省
の
薬
害

エ
イ
ズ
問
題
な
ど
が
次
々

と
噴
出
し
、
役
所
の
古

い
体
質
を
見
直
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と

い
う
大
き
な
流
れ

の
中
に
あ
り
ま
す
。

環
境
問
題
で
は
、
目
下
、
地
方
レ
ベ
ル

で
環
境
基
本
条
例
を
制
定
す
る
動
き
が
出

て
い
ま
す
。
北
海
道
で
も
条
例
制
定
作
業

が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
先
日
、
北
海
道
議

会
と
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
話
し
合
う
機
会

を
得
、
環
境
権
、
情
報
公
開
、
住
民
参
加
、

環
境

ア
セ
ス
メ
ン
ト
な
ど
を
き
ち

っ
と
制

定
す
る
よ
う
意
見
を
述
べ
て
き
ま
し
た
。

こ
う

い
う
点
を
み
ま
す
と
、
役
所
も
徐
々

に
良

い
方
向

に
変
わ
り

つ
つ
あ
る
よ
う
に

思
え
ま
す
。

こ
れ
ま
で
協
会
が
取
り
組
ん
で
き
た
諸

問
題
を
振
り
返

っ
て
み
ま
す
と
、
全
て
に

お
い
て
我
々
住
民
か
ら
の
問
題
提
起
に
よ
っ

て
世
論
が
広
が
り
、
そ
の
結
果
、
役
所
が

重

い
腰
を
上
げ
て
軌
道
修
正
す
る
と
い
う

こ
と
が
繰
り
返
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
士
幌
高
原
道
路
問
題
に
つ
い
て
は
、
残

念
な
が
ら
ま
だ
軌
道
修
正
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
環
境
庁
長
官
が
自
然
保
護
に
造
詣
の

深

い
岩
垂
氏
に
代
わ

っ
た
こ
と
も
あ
り
、

五
月
二
十

一
日
に
東
京
で
直
接
長
官
に
お

願

い
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

私

た
ち
が
問
題
提
起
し
な
い
と
役
所
の

軌
道
修
正
が
行
わ
れ
な
い
と
い
う
意
味
で
、

今
後
ま
す
ま
す
頑
張

っ
て
い
き
た

い
と
思

い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力

を
お
願

い
致
し
ま
す
。

第

一
号
議
案

=

九
九
五
年
度
事
業
報
告

及
び
収
支
決
算
」

〈事
業
報
告
の
概
要
〉

[広
報
事
業
]
ω
会
誌

『北
海
道
の
自
然
』

第

34
号
の
発
行
②
会
報

「N
C
」

91
～
94

号
の
発
行

[普
及
事
業
]
ω
自
然
観
察
会

(二
回
)

の
開
催
ω
自
然
保
護
講
座

「植
物
た
ち

の

置
き
手
紙
」
の
開
催
㈹

エ
コ

・
ツ
ア
ー

(
ア
ポ
イ
岳

:
え
り
も
岬

・
新
冠
方
面

)

の
開
催
㈲
自
然
観
察
指
導
員
講
習
会
の
開

催
㈲
夏
休
み
自
然
観
察
記
録

コ
ン
ク
ー
ル

の
実
施
㈲
勉
強
会
の
実
施

(
二
回
)

[普
及
啓
発
事
業
]
ω
自
然
保
護
講
演
会

の
開
催

(三
回
)
②
自
然
保
護
読
本

『暑

寒
別

・
天
売

・
焼
尻
の
自
然
』
の
発
行
及

び
学
校

・
公
共
図
書
館

へ
の
贈
呈

[調
査
研
究
等
事
業
]
ω
北
海
道
の
野
生

動
物
が
か
か
え
る
問
題
に
つ
い
て

[自
然
保
護
運
動
そ
の
他
]
士
幌
高
原
道

路
問
題
、
ふ
る
さ
と
小
包
事
業
、
エ
ゾ
シ

カ
問
題
、
千
歳
川
放
水
路
計
画
、
大
麻
鉄

道
林
伐
採
問
題
、
野
付
崎
海
岸
浸
食
対
策

工
事
、
北
海
道
環
境
基
本
条
例
、
え
り
も

岬

「風
の
館
」
建
設
計
画
、
道
道
館
町
福

島
線
等
の
諸
問
題
に
関
し
、
現
地
調
査
、

関
係
官
庁
等

へ
の
質
問
及
び
要
望
、
公
聴

会

へ
の
出
席
、
集
会
の
開
催
等

[特
別
事
業
]
な
し

〈そ
の
他
報
告
〉

会
員
状
況
を
見
る
と
入
会
者
よ
り
も
退

会
者
が
上
回
っ
た
。
高
齢
者
の
退
会
が
多

い
こ
と
か
ら
、
若

い
世
代
の
会
員
を
増
や

す
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

〈監
査
報
告
〉

山
本
幹
事
か
ら
会
計
処
理
、
事
業
な
ど

が
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
む
ね
報
告
さ
れ

た
。
質
疑〈八
木
名
誉
会
員
〉

会
員
数
の
減
少
が
心
配
で
す
。
協
会
が

各
地
で
運
動
を
行
う
際
、

一
体
と
な

っ
て

運
動
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
地
元
の
人
に

入
会
を
呼
び
か
け
て
は
ど
う
で
す
か
。

〈俵
会
長
〉

新
年
度

の
事
業
計
画
の
中
で
も
会
員
拡

大
は
大
き
な
テ
ー
マ
と
な

っ
て
お
り
、
努

力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
、

◇
議
長
が
第

一
号
議
案
に
つ
い
て
承
認
を

求
め
、
拍
手
を
も

っ
て
承
認
さ
れ
た
。

第
二
号
議
案

「
一
九
九
六
年
度
事
業
計
画

及
び
収
支
予
算
」

〈事
業
計
画
の
概
要
〉

[広
報
事
業
]
ω
会
誌

『北
海
道
の
自
然
』

第
35
号
の
発
行
ω
会
報

「N
C
」
を
年
五

～
六
回
発
行
㈹
会
員
の
拡
大

[
普
及
事
業
]
ω
自
然
観
察
会

の
開
催

(地
方
開
催
を
含
む
)
②
自
然
保
護
講
座

の
開
催
㈹
夏
休
み
自
然
観
察
記
録

コ
ン
ク
ー

ル
の
実
施
ω
会
員
相
互
の
勉
強
会

[普
及
啓
発
事
業
]
ω
自
然
保
護
講
演
会
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(円)

決 算 報 告(1995年4月1日 か ら1996年3月31ま で)

1.一 般 会 計

収 入 の 部 支 出 の 部

勘 定 科 目 決 算 額 勘 定 科 目 決 算 額

(基本財産運用収入) (39,389) (管理 費) (5,567,650)

基本財産利息収入 39,389 賃 金 2,887,480

(会費収入) (8,476,485) 諸謝金 0

個人会費収入 4,276,000 退職金 0

団体会費収入 4,200,485 福利厚生費 199,756

(一般事業収入) (234,385) 会議費 39,650
一般事業収入 234,385 旅費交通費 620,400

(補助金収入) (1,000,000) 通信運搬費 408,267

地方公共団体補助金収入 1,000,000 消耗品費 225,108

(助成金収入) (1,160,000) 印刷製本費 52,221

民間助成金収入 1,160,000 燃料費 25,376

(寄付 金収入) (103,410) 光熱水料費 100,963

寄付金収入 103,410 賃借料 845,892

(雑収 入) (378,973) 諸会費 90,500

受取利息 7,572 図書資料費 48,660

雑収入 371,401 支払手数料 8,600

(繰 入金収 入) (346,155) 雑 費 14,777

繰入金収入 346,155 (一般事業 費) (4,272,502)

(積立預金取崩収入) (0) 広報事業費 1,889,005

退職給与積立預金取崩収入 0 普及事業費 177,859

(前期繰越収支差額) (1,564,076) 普及啓発事業費 2,205,638

(調査研究等事業費) (180,027)

(積 立預 金支 出) (120,000)

退職給与積立預金支出 120,000

(繰 入金支出) (170,000)

繰入金支出 170,000

(予 備費) (0)

支 出 合 計(B) 10,310,179

収 入 合 計(A) 13,302,873 次期繰越収支 差額(C)

(C)=(A)一(B)
2,992,694

(円)2,特 別 会 計

収 入 の 部 支 出 の 部

勘 定 科 目 決 算 額 勘 定 科 目 決 算 額

(受託等事業収入) (393,745) (受託等事業費) (240,413)

受託事業収入 0 受託事業費 0

読本普及事業収入 393,745 読本普及事業費 132,600

(雑収入) (135) 雑 費 107,813

受取利息 135 (繰 入金支出) (346,155)

雑収入 0 繰入金支出 346,155

(繰 入金収 入) (170,000) (予備費) 0

繰入金収入 170,000

(前期繰越収支差額) (375,949)

支 出 合 計(B) 586,568

収 入 合 計(A) 939,829 次 期繰 越収 支差額(C)

(C)=(A)一(B)
353,261

の
開
催
②
自
然
保
護
読
本
の
発
行

[調
査
研
究
等
事
業
]
ω
森
林

・
河
川

・

海
岸
に
関
す
る
調
査
研
究
②
そ
の
他

[自
然
保
護
運
動
]
ω
士
幌
高
原
道
路
問

題
ω
千
歳
川
放
水
路
問
題
㈹
野
生
生
物
の

保
護
㈲
そ
の
他

[特
別
事
業
]
現
在
予
定
な
し

質
疑〈八
木
名
誉
会
員
〉

協
会
事
務
室
が
会
誌
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

の
在
庫
の
た
め
に
ス
ペ
ー
ス
を
と
ら
れ
、

困

っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
バ
ッ
ク
ナ
ン

バ
ー
を
会
員
に
安
く
買

っ
て
も
ら

っ
た
ら

ど
う
で
す
か
。
資
料
と
し
て
の
価
値
も
あ

る
し
、
新
し
い
会
員
に
は
協
会
を
知
る
上

で
参
考
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

〈
俵
会
長
〉

ご
意
見
は
新
体
制
の
中
で
検
討
し
て
も

ら

い
ま
す
。

〈
鈴
木
会
員
〉

大
麻
の
鉄
道
林
を
守
る
運
動
を
、
本
年

度
の
計
画
に
組
み
入
れ
て
い
た
だ
け
な
い

で
し
ょ
う
か
。

〈俵
会
長
〉

協
会
と
し
て
も
昨
年
七
月
に
要
望
書
を

提
出
し
た
よ
う
に
、
こ
の
問
題
に
は
関
心

を
持

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
新
体
制
に
今

後
の
対
応
を
検
討
し
て
も
ら
う
よ
う
に
致

し
ま
す
。

◇
議
長
が
第
二
号
議
案
に
つ
い
て
承
認
を

求
め
、
拍
手
を
も

っ
て
承
認
さ
れ
た
。

第
三
号
議
案

「理
事
及
び
監
事
の
選
任
」

ω
監
事
の
選
任

事
務
局
か
ら
大
西
勲
会
員
、
山
本
行
雄

会
員
に
、
引
き
続
き
監
事
を
お
願

い
し
た

い
旨
の
提
案
が
あ

っ
た
。

◇
議
長
が
事
務
局
案
に
つ
い
て
承
認
を
求

め
、
拍
手
を
も

っ
て
承
認
さ
れ
た
。

②
理
事
の
選
任

信
任
投
票

の
結
果
が
松
下
選
挙
管
理
委

員
長
か
ら
次

の
と
お
り
報
告
さ
れ
た
。

有
効
投
票
数
は
三
八
九
票
で
、
候
補
者

二
十
名
全
員
が
九
〇
%
前
後

の
信
任
を
得

て
い
る
。

◇
議
長
か
ら
投
票
結
果

の
承
認
に
つ
い
て

提
案
が
あ
り
、
拍
手
を
も

っ
て
承
認
さ
れ

た
。[新
理
事
氏
名
]

相
川
謙
二
郎
、
池
田
啓
介
、
石
田
昭
夫
、

市
川
守
弘
、
江
部
靖
雄
、
大
久
保
フ
ヨ
、

大
館
和
広
、
熊
木
大
仁
、
佐
藤
謙
、
佐

藤
正
秀
、
伊
達
佐
重
、
俵
浩
三
、
寺
島

一
男
、
畠
山
武
道
、
稗
田

一
俊
、
福
地

郁
子
、
水
尾
君
尾
、
宗
像
和
彦
、
山
本

え
り
子
、
若
井
聡

(以
上
二
十
名

・
敬

称
略
)

引
き
続
き
新
理
事

に
よ
り
理
事
会
が
開

催
さ
れ
、
会
長
に
俵
理
事
、
副
会
長
に
佐

藤
謙
理
事
及
び
畠
山
理
事
を
選
出
し
、
総

会

の
場
で
発
表
さ
れ
た
。
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第
四
号
議
案

「そ
の
他
」

〈神
山
会
員
〉

総
会
議
案
書
は
両
面

コ
ピ

、
し
て
紙
を

節
約
し
た
方
が
良
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

決
算
書
及
び
予
算
書
の
備
考
欄
に
、
説
明

さ
れ
た
程
度
の
使
途
を
記
載
し

て
お
い
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

〈俵
会
長
〉

前
向
き
に
検
討
い
た
し
ま
す
。

〈
中
野
会
員
〉

協
会
が
直
接
行

っ
て
い
る
も

の
で
は
な

い
の
で
す
が
、
士
幌
高
原
道
路
問
題
に
関

す
る
裁
判

へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
情
報

を
提
供
し
て
欲
し

い
。
そ
れ
か
ら
新
理
事

は
道
内
各
地
に
分
散
し
て
い
る
の
で
、
各

地
で
集
会
を
開
き
会
員
拡
大
を
図

っ
て
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。

〈俵
会
長
〉

裁
判
の
こ
と
は
協
会
よ
り
も
神
原
会
員

が
詳
し
い
の
で
、
お
願

い
し
ま
す
。

〈神
原
会
員
〉

百
億
円
ち
か
い
税
金
を
使

っ
て
必
要
性

の
曖
昧
な
ト
ン
ネ
ル
道
路
を
造
る
の
は
、

税
金

の
不
当
支
出
に
あ
た
る
と
し
て
住
民

監
査
請
求
を
起

こ
し
ま
す
。
ま
ず
は
北
海

道
に
対
し
て
不
当
支
出
を
問
う
も

の
で
す

が
、
ゆ
く
ゆ
く
は
国
の
環
境
行
政
の
あ
り

方
を
も
問
い
た
い
と

い
う
両
面

の
考
え
か

ら
、
裁
判
行
動
を
お
こ
す
こ
と
に
し
ま
し

た
。
原
告
団
長
に
は
八
木
先
生
に
引
き
受

け
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
長
丁
場
に
な
り

費
用
も
か
か
り
ま
す
の
で

「大
雪
山
の
ナ

キ
ウ
サ
ギ
裁
判
を
支
援
す
る
会
」
を
作
り
、

全
国

に
支
援
を
呼
び
か
け
る
体
制
を
進
め

て
い
ま
す
。
多
く
の
方
々
の
ご
支
援
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

〈八
木
名
誉
会
員
〉

士
幌
高
原
道
路
問
題
が
我
々
の
期
待
す

る
方
向
に
進
ま
な
か

っ
た
大
き
な
理
由
は
、

当
時

の
知
事
だ

っ
た
横
路
さ
ん
が
こ
の
問

題
に
冷
淡
だ

っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

彼
は

一
度
も
我
々
と
会
お
う
と
し
な
か

っ

た
し
、
現
場
を
見
た
と
い
う
話
を
聞
い
た

こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
び
神
原
さ
ん
や
市
川
さ
ん
が
新

し
い
方
法
を
考
え
て
く
だ
さ
り
、
実
行
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
原
告
は

一
口
五

千
円
、
ま
た
支
援
す
る
会
は

一
口
二
千
円

の
負
担
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
結
果
、
士

幌
高
原
道
路
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

自
然
保
護
に
お
け
る
画
期
的
な
出
来
事
に

な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
是
非
と
も
た
く

さ
ん
の
方
々
の
参
加
を
お
願

い
い
た
し
ま

す
。

(以
上
)

予 算 計 画(1996年4月1日 か ら1997年3月31日 ま で)

1.一 般 会 計 (円)

収 入 の 部 支 出 の 部

勘 定 科 目 予 算 額 勘 定 科 目 予 算 額

(基本財産運用収入) (12,600> (管理費) (5,936,000)

基本財産利息収入 12,600 賃 金 2,890,000

(会 費収 入) (7,040,000) 諸謝金 50,000

個人会費収入 3,480,000 退職金 0

団体会費収入 3,560,000 福利厚生費 220,000

(一般事業収入) (150,000) 会議費 50,000
一般事業収入 150,000 旅費交通費 700,000

(補助金収入) (1,000,000) 通信運搬費 400,000

地方公共団体補助金収入 1,000,000 消耗品費 180,000

(助成金収入) (1,200,000) 印刷製本費 150,000

民間助成金収入 1,200,000 燃料費 50,000

(寄付金収 入) (100,000) 光熱水料費 110,000

寄付金収入 100,000 賃借料 940,000

(雑収入) (110,000) 諸会費 96,000

受取利息 10,000 図書資料費 70,000

雑収入 100,000 支払手数料 10,000

(積立預金取崩収入) (0) 雑 費 20,000

退職給与積立預金取崩収入 0 (一 般事業費) (4,700,000)

(繰 入金収入) (100,000) 広報事業費 2,370,000

繰入金収入 100,000 普及事業費 130,000

普及啓発事業費 2,200,000

(調査研究等事業費) (400,000)

(積立預金支出 〉 (150,000>

退職給与積立預金支出 150,000

(繰入金支出) (100,000)

繰入金支出 100,000

(予備 費) (1,419,294)

当 期 収 入 合 計 9,712,600

前 期 繰 越 収 支 差 額 2,992,694 当 期 支 出 合 計 12,705,294

収 入 合 計 12,705,294

2.特 別 会 計 (円)

収 入 の 部 支 出 の 部

勘 定 科 目 予 算 額 勘 定 科 目 予 算 額

(受託等事業収入)

受託事業収入

読本普及事業収入
(雑収入)

受取利息
(繰入金収入)

繰入金収入

(150,000)
0

150,000

(139)
139

(100,000)

100,000

(受託等事業費)

受託事業費

読本普及事業費
雑 費
(繰入金支出)

繰入金支出

(予備費)

(230,000)

O

lOO,000

130,000

(100,000)

100,000

(273,400)

当 期 収 入 合 計 250,139

前 期 繰 越 収 支 差 額 353,261 当 期 支 出 合 計 603,400

収 入 合 計 603,400
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一
士 幌 高 原 道 路 問題 つ づ き

道路計 画反対 を訴 える新 しい リー フ レッ トがで きま した

会員 の皆 さん による活用 をお願 い します

当協会は、これまであらゆる方法を用いて士幌高原道路計画の不当を訴えてきましたが、

その内容を分か りやす く図示 した リーフレットを作成 しました。ぜひ会員の皆さんの手で知

人 ・友人などに配布 し、士幌高原道路反対の輪を広げてください。まとまった部数が必要な

方は、協会に連絡 して くだされば、す ぐに送付 します。

「大 雪 山 の 魅 力 と ジ ョン ・ミュー ア1講 演 会 、

盛況のうちに開催

士幌高原道路計画の不当性 を訴える行動の

一環 として、さる5月10日6時 より、当協会

主催の講演会が開催されました(参 加者300

名)。 当日は、「かい ま見たヨセ ミテ国立公

園」(市 川守弘 ・市川利美)、 「世界にほこる

大雪山」(俵 浩三)、 「大雪山の花 一草樹 との

出会い」(鮫 島惇…郎)と いう3つ の魅力的

な講演がなされ、会場を満員にした参加者が、

アメリカの国立公園のすばらしさ、それに劣

らない大雪山国立公園のすばらしさを、多数

の スライ ドなどを通 して堪 能 しました。

ジ ョン ・ミューア(1838-1914)は 、 自然

保護iの父 とい われ 、アメ リカでは小 学校 の 教

科書 に登場す る位有 名な人です 。 自然 の 中に

人間存在 を越 える崇高 な ものを見出 し、 自然

の利用で はな く、 自然 の絶対保存 を主 張 した

ミューアの思想 は、現 在において こそ 、光 り

輝 く意味 を もっている とい えるで しょう。

(畠 山)

一
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コンブたちのいきざま(下)
(第五回 自然保護講座よ り) .。

・6

・
海め植物

一昭鳥晦
_▲"撫'◆

・(元函館水産試験場長)

ーー,

コ
ン
ブ
の
寿
命
に
は

一
年
で
終
わ
る
も

の
も
あ
る
し
、
二
年
で
枯
れ
て
し
ま
う
も

の
、
ま
た
三
年
や
四
年
ま
で
生
き
る
も
の

な
ど

い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
最
近
ま
で
は

種
類
に
よ
っ
て
寿
命
が
決
ま

っ
て
い
る
と

単
純
に
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
実
際

は

、
コ
ン
ブ
の
種
類
に
よ
っ
て
寿
命
が
決

ま

る
の
で
は
な
く
、
栄
養
分
が
あ
る
か
無

い
か
と
か
、
光
を
ど
れ
だ
け
受
け
る
か
等

の
影
響
に
よ

っ
て
も
寿
命
が
変
わ
る
こ
と

が
分
か

っ
て
き
ま
し
た
。

日
本
海
側
で
生
育
す
る
ホ
ソ
メ
コ
ン
ブ

は
、
こ
れ
ま
で

一
年
で
枯
れ
て
し
ま
う
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
調
査
の
結
果
、

二
年
ま
で
生
き
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
さ
ら
に

一
年
で

死

ぬ
か
二
年
ま
で
生
き
る
か
は
、
発
生
し

て
く
る
時
期
に
も
関
係
が
あ
り
ま
す
。

ホ
ソ
メ
コ
ン
ブ
は
、
十
二
月
か
ら
翌
年

の
三
月
に
か
け
て
次
々
に
新
し
い
芽
を
出

し
ま
す
。
そ
し
て
月
毎
の
群
の
成
長
を
追
っ

て
み
ま
す
と
、
十
二
月
と

一
月
に
芽
を
出

し
た
群
は
非
常
に
大
き
く
伸
び
て
最
古璽

八
○

㎝
く
ら
い
ま
で
に
な
り
ま
す
。
と
こ

ろ
が
二
月
の
群
は

一
〇
〇

㎝
ほ
ど
、
三
月

の
群
で
は
二
十

㎝
ぐ
ら
い
に
し
か
な
り
ま

せ

ん
。
す
な
わ
ち
発
生
し
て
く
る
時
期
が

遅
く
な
る
ほ
ど
伸
び
な
く
な
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
が

一
年
で
死
ぬ
か
二
年
に
な

る
か
に
関
わ

っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
は
大

き
く
成
長
し
た
も
の
ほ
ど
生
活
力
が
あ
り

長
生
き
す
る
と
思
わ
れ
る
で
し
ょ
う
が
、

実
は
反
対
で
、
伸
び
な

い
も
の
ほ
ど
二
年

に
移
行
す
る
も
の
が
ず
っ
と
多
い
の
で
す
。

三
月
の
群
で
は
二
十
五
%
ほ
ど
が
二
年

コ

ン
ブ
に
移

っ
て
い
き
ま
す
が
、
十
二
月
の

群
で
は
五
%
に
も
み
た
ず
、
ほ
と
ん
ど

一

年
で
枯
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
は
ホ
ソ

メ
コ
ン
ブ
に
限

っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
ど

の
種
類
で
も
み
ん
な
そ
う
い
う
傾
向
を
持

っ

て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
海
藻
に
は
、
陸
上
の
植
物
と

異
な
り
維
管
束
と

い
う
も

の
が
あ
り
ま
せ

ん
。
海
水
中
の
栄
養
分
は
カ
ラ
ダ
全
体
か

ら
吸
収
し
ま
す
の
で
、
そ
う

い
う
通
導
組

織
は
必
要
な

い
の
で
す
。
で
す
か
ら
切

っ

て
み
ま
す
と
、
表
面
に
表
皮

の
小
さ
な
細

胞
が
あ
り
、
次

に
皮
相
の
細
胞
が
あ
り
、

そ
れ
か
ら
髄
相

の
細
胞
。
こ
の
三
層
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
葉
で
も
茎
で
も
根

で
も
み
ん
な
同
じ
で
す
。
こ
の
こ
と
は
陸

上
の
植
物
と
大
き
く
違
う
点
で
す
。

コ
ン
ブ
と
は
褐
藻
の
コ
ン
ブ
目
に
属
す

る
海
藻
の
総
称
で
、
日
本
産
の
コ
ン
ブ
類

は
三
十
四
種
類
、
そ
の
う
ち
北
海
道
を
中

心
と
す
る
北
方
系

コ
ン
ブ
は
二
十
四
種
あ

り
ま
す
。
皆
さ
ん
が
良
く
ご
存
知
の
ワ
カ

メ
も

コ
ン
ブ
の
仲
間
に
あ
た
り
ま
す
。

北
海
道
の
沿
岸
に
生
育
す
る
有
用
な

コ
ン

ブ
の
分
布
を
図
で
示
し
ま
す
。

マ
コ
ン
ブ

は
道
南
に
、
そ
れ
か
ら
日
本
海
に
入

っ
て

マコンブ

ホソメコンブ

リシリコンブ

オニコンブ

ミツイシコンブ

ナガコンブ

ガッガラコンブ

図1.有 用 コンブ類7種 の分布

数字 は各地の旬平均水温(最 低一最高値)
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ホ
ソ
メ
コ
ン
ブ
に
代
わ
り
、
北
に
い
っ
て

リ
シ
リ

コ
ン
ブ
に
代
わ
り
ま
す
。
オ
ホ
ー

ツ
ク
海
側
は
ず

っ
と
リ
シ
リ
コ
ン
ブ
で
、

知
床
を
回

っ
て
羅
臼
に
入

っ
た
所
で
リ
シ

リ
コ
ン
ブ
か
ら
オ

ニ
コ
ン
ブ
に
代
わ
り
ま

す
。
太
平
洋
に
出
て
厚
岸
と
か
浜
中
と
か

落
石
な
ど
、
所
々
に
オ

ニ
コ
ン
ブ
が
あ
り

ま
す
。
ミ
ツ
イ
シ
コ
ン
ブ
は
日
高

・
十
勝

を
中
心
に
生
え
て
い
ま
す
。
ナ
ガ
コ
ン
ブ
、

ガ
ッ
カ
ラ
コ
ン
ブ
は
、
釧
路
か
ら
根
室
、

歯
舞
諸
島
に
か
け
て
生
え
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
種
類
に
よ

っ
て
分
布
の
区
域
が

き
ち

っ
と
分
か
れ
て
い
ま
す
。
北
海
道
周

辺
の
主
な
コ
ン
ブ
の
こ
の
よ
う
な
分
布
を

明
ら
か
に
し
た
の
は
、
皆
さ
ん
よ
く
ご
存

知
の
宮
部
金
吾
先
生
で
す
。

最
後
に
磯
焼
け
に
つ
い
て
触
れ
た

い
と

思

い
ま
す
。
磯
焼
け
と
い
う
の
は
、
そ
れ

ま
で
コ
ン
ブ
、
そ
の
他
た
く
さ
ん
の
海
藻

が
生
え
て
い
た
海
底
が
、
無
節
石
灰
藻
と

い
う
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
の
殻
に
覆
わ
れ
た

海
藻
に
占
有
さ
れ
て
し
ま
う
現
象

で
、
海

の
砂
漠
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

道
南

の
日
本
海
側
と
太
平
洋
側
の
水
温

を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
海
側
で
は
最

低
が
六

∴
二
度
、
最
高
が
二
十
二
度
く
ら

い
で
し
た
が
、
太
平
洋
側
で
は
最
低
が
二

度
、
最
高
で
も
十
九
度
く
ら

い
に
し
か
な

り
ま
せ
ん
。
日
本
海
側
で
磯
焼
け
が
お
き

る
原
因
の

一
つ
に
、
こ
の
水
温
が
高

い
こ

と
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
も
と
も
と

コ

ン
ブ
は
寒
い
所
の
海
藻
の
た
め
、
高
水
旧

に
は
弱
い
の
で
す
。

も
う

一
つ
重
要
な
こ
と
は
栄
養
分
の

給

量
で
す
。
太
平
洋
側
の
鹿
部
と
日
本
、

側

の
大
成
で

一
年
間
の
窒
素
の
量
を
計

て
み
た
と
こ
ろ
、
夏
は
両
方
と
も
ほ
と

ど
ゼ
ロ
に
近
い
の
で
す
が
、
冬
の
コ
ン
.

が
よ
く
伸
び
る
時
期
で
は
、
日
本
海
側

四

マ
イ
ク
ロ
グ
ラ
ム
/
4
な
の
に
対
し
て

太

平
洋
側
で
は
十
三
マ
イ
ク
ロ
グ
ラ
ム

4
と
、
か
な
り
の
差
が
あ
り
ま
す
。
日

海

は
太
平
洋
に
比
べ
栄
養
分
が
か
な
り

な

い
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

磯
焼
け
の
海
域
に
は
コ
ン
ブ
の
胞
子
.

な

い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑

い
が
あ

ま

し
た
が
、
実
際
は
そ
の
よ
な
所
で
も

し
い
ブ
ロ
ッ
ク
や
石
を
入
れ
る
と
た
く
さ

ん
コ
ン
ブ
が
生
え
て
き
ま
す
。
た
だ
、
せ
っ

か
く
芽
を
出
し
て
も
そ
の
周
囲
に
い
る
ウ

ニ
が
片

っ
端
か
ら
食
べ
尽
く
し
て
し
ま
・つ

の
で
、
コ
ン
ブ
は
定
着
で
き
な
い
の
で
す
。

こ
の
ウ
ニ
は
、
実
は
磯
焼
け
の
表
徴
で
あ

る
ピ
ン
ク
色
の
無
節
石
灰
藻
が
岩
肌
を
覆
っ

て
い
る
場
所
に
、
大
量
に
発
生
し
や
す

い

こ
と
が
分
か

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
石
灰
藻

は
も
と
も
と

コ
ン
ブ
の
生
育
水
深
よ
り
深

い
所
に
普
通
は
分
布
し
て
い
ま
す
が
、
原

因
は
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
最
近
そ
れ

が
ど
ん
ど
ん
浅

い
コ
ン
ブ
地
帯
に
侵
入
し

て
い
ま
す
。

磯
焼
け
は
い
ろ
い
ろ
な
原
因
が
複
合
し

て
起
こ
る
も
の
で
す
o
先
に
述
べ
た
高
水

図2.磯 焼 け状態の海底

コンブはキタムラサキウニに食い荒 ら

されている

温
-
低
栄
養
と
石
灰
藻
ー
ウ
ニ
ー
コ

ン
ブ
の
食
害
、
は
互

い
に
結
び
付

い

て
、
そ
の
結
果
と
し
て
磯
焼
け

の
現

象
が
起
こ
る
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
磯
焼
け
の
海
域
で
も

コ

ン
ブ
が
良
く
生
え
る
所
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
厚
田
か
ら
雄
冬
岬
の

一
帯

で

は
、
磯
焼
け
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
石
狩
川
の
影
響
に
よ
り
ま
す
。

河
[
を
出
た
石
狩
川
の
水
は
北
の
方

に
拡
散
し
、
厚
田
か
ら
雄
冬
の
海

に

川
か
ら
の
栄
養
を
も
た
ら
す
わ
け
で

す
。
寿
都
湾
の
磯
谷
の
海
岸
で
も
流

れ
込
む
尻
別
川
の
影
響
で
、
河
[
付

近
で
は
立
派
な
二
年
コ
ン
ブ
が
し

つ

か
り
生
え
て
い
ま
す
。

陸
地
か
ら
の
栄
養
補
給
だ
け
で
な
く
、

砂
の
流
動
に
よ
る
海
底
の
掃
除
に
よ

っ
て

も

コ
ン
ブ
が
生
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

海
底
の
砂
は
い
つ
で
も
動

い
て
お
り
、
冬

は
沖
に
は
ら
わ
れ
ま
す
が
、
夏
に
な
る
と

寄

っ
て
き
て
、
浅
い
所
が
砂
に
お
お
わ
れ

ま
す
。
砂
を
か
ぶ
る
こ
と
で
石
灰
藻
も
海

藻
も
み
ん
な
死
に
、
ウ
ニ
も

い
な
く
な
り

ま
す
が
、
砂
が
は
ら
わ
れ
る
と
綺
麗
な
岩

肌
が
あ
ら
わ
れ
る
の
で
、
コ
ン
ブ
が
生
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

コ
ン
ブ
を
人
工
的
に
増
や
す
技
術
は
あ

る
の
で
す
が
、
今
の
と
こ
ろ
は
ど
こ
で
も

と
い
う
わ
け
に
は
い
か
ず
、
こ
の
よ
う
な

天
然
条
件
に
恵
ま
れ
、
コ
ン
ブ
が
生
育
で

き
る
環
境
が
整

っ
て
い
る
所
に
限
ら
れ
て

い
る
の
が
実
情
で
す
。

以
上
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
話
し
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、

コ
ン
ブ
を
食

べ
物
と
し

て
だ
け
で
な
く
、
皆
さ
ん
が
関
心
を
お
持

ち
の
陸
上
の
植
物
と
同
じ
く
、
海

の
植
物

と
し
て
改
め
て
認
識
し
て
い
た
だ
き
、
陸

も
海
も
共
に
大
切
な
の
だ
と

い
う
考
え
方

を
持

っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
願

っ
て
お

り
ま
す
。

(お
わ
り
)
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三北海道の植物のゆくえ

(副 会 長)謙佐 藤

一

は
じ
め
に

ポ

ー
ル

・
エ
ー
リ

ッ
ク
と
ア
ン
・
エ
ー

リ
ッ
ク
に
よ
る

「絶
滅
の
ゆ
く
え
、
生
物

の
多
様
性
と
人
類
の
危
機
」
(戸
田
清

・青

木
玲

・原
子
和
恵
・共
訳
、
新
曜
社
)
と

い

う
本
を
、
学
生
と
読
み
ま
し
た
。
自
然
保

護
に
関
す
る
ア
メ
リ
カ
の
本
に
は
、
必
ず

と
言

っ
て
よ
い
ほ
ど

「悪

い
日
本
人
」
が

登
場

し
ま
す
。
こ
の
本
で
は
、
日
本
の
仲

買
業
者
主
催

の
ツ
ア
ー
が
バ
ハ
カ
ル
フ
ォ

ル
ニ
ア
半
島
沖
に
あ
る
島
か
ら
サ
ボ
テ
ン

な
ど
の
多
肉
植
物
を
ま
る
ご
と
持
ち
去

っ

て
し
ま
い
、
島
の
固
有
植
物
を
絶
滅
さ
せ

て
し
ま

っ
た
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

サ
ボ
テ
ン
ブ
ー
ム
は
日
本
を
は
じ
め
世

界
を
席
捲
し
、
「
盗
掘
か
ら
始
ま
る
商
取

引
」
を

一
大
産
業
に
し
、
世
界
の
サ
ボ
テ

ン
の
約
四
分
の

一
を
絶
滅
さ
せ
た
と
言
わ

れ
ま
す
。
世
界
の
ラ
ン
ブ
ー
ム
も
、
国
々

の
法
律
で
守
ら
れ
た
種
類
を
含
め
て
世
界

の
商
取
引
に
組
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
日

本
で
は
北
米
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

な
ど

の
ほ
か
、
最
近
ロ
シ
ア
か
ら
多
く
の

ラ
ン
が
入
り
始
め
ま
し
た
が
、
違
法
行
為

か
ら
出
発
し
た
植
物
が
含
ま
れ
て
お
り
ま

す
。私
た
ち
が
鑑
賞
し
て
い
る
植
物
が
各
国

の
保
護
植
物
で
あ
る
場
合
、
私
た
ち
の
生

活
は
実
際
の
生
育
地
に
お
け
る
植
物
の
絶

滅
に
深
く
関
係
し
ま
す
。
日
本
で
培
養
し
、

増
や
し
た
と
言

い
訳
し
て
も
、
現
地
か
ら

の
購
入
が
続
き
、
実
際
の
生
育
地
が
悪
化

す
れ
ば
、
私
た
ち
の
責
任
は
明
ら
か
で
す
。

日
本
人
の
世
界
的
活
躍

(?

)
は
、
留
ま

る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
い
よ
う
で
す
が
、
こ

の
ま
ま
で
は

「悪
い
日
本
人
」
が
ア
メ
リ

カ
だ
け
で
は
な
く
各
国
の
本
に
書
か
れ
る

に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
実
際
の
生
育
地
か

ら
盗
掘
し
て
取
引
さ
れ
る
こ
と
は
少
な

い

と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
実
際
の
生
育
地

は
十
分
に
保
護
し
、
植
物
園
な
ど
で
増
殖

で
き
た
も
の
が
販
売
さ
れ
る
か
ら
で
す
。

で
は
、
日
本
、
特
に
北
海
道
で
は
野
生

植
物
は
ど
う
扱
わ
れ
て
い
る
で
し
ょ
・フ
な

・

二

北
海
道
の
野
生
植
物
の
現
状

五
月
、
日
差
し
が
暖
か
く
な
る
と
園
芸

市
の
季
節
で
す
。
そ
こ
に
は
、
多
数

の
保

護
す
べ
き
植
物
が
並
び
ま
す
。

一
九
八
九

年
に
発
行
さ
れ
た

「
わ
が
国
に
お
け
る
保

護
上
重
要
な
植
物
種

の
現
状

(植
物
の
種

類
に
関
す
る
レ
ツ
ド
デ
ー
タ

・
ブ
ッ
ク
)」

に
よ

っ
て
公
表
さ
れ
た
絶
滅
危
惧
種
や
危

急
種
が
絶
滅
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う

に
、
店
頭
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

利
尻
港
で
は
利
尻
岳
に
し
か
な
い
リ
シ

リ
ヒ
ナ
ゲ
シ
や
礼
文
島
に
限
ら
れ
た
レ
ブ

ン
ソ
ウ
が
、
夕
張
の
国
道
沿
で
は
夕
張
岳

に
限
ら
れ
た
シ
ソ
バ
キ
ス
ミ
レ
、

ユ
ウ
パ

リ
コ
ザ
ク
ラ
な
ど
が
、
大
雪
山
の
銀
泉
台

で
は
大
雪
山
に
し
か
な
い
タ
イ
セ
ツ
ヒ
ナ

オ
ト
ギ
リ
や
道
内
で
わ
ず
か
し
か
な
い
チ
ョ

ウ
ノ
ス
ケ
ソ
ウ
な
ど
が
、
ま
た
様
似
町
で

は
ア
ポ
イ
岳
に
限
ら
れ
た
ヒ
ダ
カ
ソ
ウ
な

ど
が
地
元
で
公
然
と
売
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

地
元
の
販
売
だ
け
で
は
な
く
、
全
国
に

向
け
た
通
信
販
売
ま
で
行
わ
れ
て
お
り
ま

す
。
国
内
の

「盗
掘
に
始
ま
る
商
取
引
」

は
、
最
も
衆
人
監
視
が
で
き
な
い
北
海
道

が
最
大
の
供
給
源
と
な

っ
て
い
ま
す
。
あ

る
山
草
業
者

の
全
国
に
向
け
た
植
物
リ
ス

ト
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
地
名
を
明
ら
か

に
し
た
北
海
道
の
固
有
植
物
や
隔
離
分
布

種
が
多
く
含
ま
れ
、
愕
然
と
さ
せ
ら
れ
ま

す
。

ヘ

へ

大

雪

山

…

タ
イ

セ

ツ

ヒ
ナ

オ

ト

ギ

リ

チ

ョ
ウ

ノ

ス
ケ

ソ

ウ

、

ヒ
メ
イ

ソ
ツ

ツ
ジ

、

ホ

ソ
バ
ウ

ル

ッ
プ

ソ
ウ
な

ど

、
ア
ポ

イ
岳

…

ヒ
ダ

カ

ソ

ウ

(
ア

ポ

イ

保

護

植

物

)
、

ア

ポ

イ

カ

ラ

マ

ツ
、

ナ

ガ

バ

カ

ラ

マ

ツ
、

ア

ポ

イ

マ
ン

テ

マ
、

ア

ポ

イ

キ

ン

バ
イ

、

エ

ゾ

キ

ス

ミ

レ

、
サ

マ

ニ

ユ
キ

ワ

リ

、

ヒ

ダ

カ

イ

ワ
ザ

ク

ラ

、

ア

ポ

イ

ハ

ハ

コ
、

ア

ポ

イ

ギ

キ

ョ
ウ

、

(
キ

キ

ョ
ウ

の
短

茎

品

)
、

ア
ポ

イ

ク

ワ

ガ

タ

、

ア
ポ

イ

ゼ

キ

シ

ョ
ウ

な

ど

、
夕

張

岳

…

シ

ソ

バ
キ

ス

ミ

レ

、

ユ

ウ

バ

リ

ツ
ガ
ザ

ク

ラ

、

ユ

ウ

バ

リ

ソ
ウ

、

ユ
ウ

バ

リ

タ

ン
ポ

ポ

な

ど

、
礼

文

島

…

レ

ブ

ン

ソ
ウ

、

ウ

ル

ッ
プ

ソ

ウ

、

フ
タ

ナ

ミ

ソ
ウ

、

レ

ブ

ン
ト

ウ

ヒ

レ

ン

、

リ

シ

リ

ソ

ウ

な

ど

、

利

尻

島

…

リ

シ

リ

シ

ノ

ブ

、

ボ

タ

ン
キ

ン
バ

イ

ソ

ウ
、

リ

シ

リ

ゲ

ン
ゲ

な
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ど
、
嵯
山
と
大
平
山
…
キ
リ
ギ
シ
ソ
ウ
、

オ
オ
ヒ
ラ
ウ
ス
ユ
キ
ソ
ウ

(キ
リ
ギ
シ
ウ

ス
ユ
キ
ソ
ウ
)
な
ど
、
他
の
山
岳
…
エ
ン

ビ
セ
ン
ノ
ウ
、
カ
ム
イ
ビ
ラ
ン
ジ
、
メ
ア

カ
ン
フ
ス
マ
、

マ
シ
ケ
ゲ
ン
ゲ
、
サ
カ
イ

ツ
ツ
ジ

(天
然
記
念
物

)
、
テ
シ
オ

コ
ザ

ク
ラ
、
ソ
ラ
チ
コ
ザ
ク
ラ
、
ク
シ
ロ
ハ
ナ

シ
ノ
ブ
、
リ
シ
リ
リ
ン
ド
ウ
、
エ
ゾ
ル
リ

ソ
ウ
、
フ
タ
マ
タ
タ
ン
ポ
ポ
、
ヒ
メ
ワ
タ

ス
ゲ
、
テ
ガ
タ
チ
ド
リ
、
ホ
テ
イ
ア
ツ
モ

リ

(
ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ
)
な
ど
。

と
り
わ
け
ヒ
ダ
カ
ソ
ウ
と
サ
カ
イ
ツ
ツ

ジ
は
、
そ
れ
ぞ
れ

「
ア
ポ
イ
保
護
植
物
」
、

「天
然
記
念
物
」
と
銘
う

っ
て
販
売
さ
れ

て
お
り
、
余
り
に
も
皮
肉
な
現
状
で
す
。

以
上
の
他
に
、
大
雪
山
の
エ
ゾ
コ
ザ
ク
ラ
、

日
高
山
系
の
ミ
ネ
ズ
オ
ウ
な
ど
と
産
地
を

つ
け
た
高
山
植
物
が
多
数
販
売
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

前
記
の
植
物
は
す
べ
て
、
実
際

の
生
育

地
が
法
的
に
保
護
さ
れ
た
地
域
に
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
、
大
雪
山
高
山
帯
は
国
立
公

園

(
昭
和
九
年
。
な
お
前
記
種
は
ほ
と
ん

ど
特
別
保
護
地
区
に
生
育
)
と
国
の
特
別

天
然
記
念
物

(昭
和
五
十
二
年
)
に
指
定

さ
れ
、
ア
ポ
イ
岳
は
国
定
公
園

(昭
和
五

十
六
年
)
と
国
の
特
別
天
然
記
念
物

(
昭

和
十
四
年
)
に
指
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
の
山
岳
は
、
自
然
公
園
法
に
よ
る

国
立
公
園
、
国
定
公
園
あ
る
い
は
道
立
自

然
公
園
、
文
化
財
保
護
法
に
よ
る
国
の
特

別
天
然
記
念
物
、
天
然
記
念
物
あ
る
い
は

道

の
天
然
記
念
物
、
自
然
環
境
保
全
法
に

よ
る
自
然
環
境
保
全
地
域
、
森
林
法
に
よ

る
高
山
植
物
保
護
林
な
ど
に
指
定
さ
れ
て

お
り
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
状
の
法
律
下
で
は
、

盗
掘
防
止

の
体
制
が
極
め
て
不
十
分
で
す
。

植
物
の
産
地
と
盗
掘
が
明
ら
か
な
の
に
、

現
行
犯
以
外
は
取
り
締
ま
ら
な

い
状
況
に

あ
り
ま
す
。
保
護
地
域
の
レ
ン
ジ
ャ
ー
、

森
林
官
の
数
が
少
な
く
、
罰
則
が
軽
微
で

す

の
で
、
管
理
は
野
放
し
状
態
に
近
く
、

会
報
九
四
号
に
書

い
た

「
コ
モ
ン
ズ
の
悲

劇
」
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

五
月
十
日
の
講
演
会
に
お

い
て
鮫
島
惇

一
郎
さ
ん
は
、
「表
向
き
に
実
生
や
種
子

か
ら
育
て
た
と
言

い
、
裏
で
は
山
採
り
の

逸
品
で
あ
る
こ
と
を
自
慢
し
あ
う
こ
と
、

実
生
か
ら
育
て
た
と
言

っ
て
も
、
あ
れ
ほ

ど
太
い
チ
ョ
ウ
ノ
ス
ケ
ソ
ウ
が
山
採
り
以

外

に
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
」
な
ど
、
希

少
な
植
物
の
盗
掘
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し

た
。
私
は
実
生
や
種
子
で
も
実
際
の
生
育

に
影
響
を
与
え
る
盗
掘
と
思
い
ま
す
が
、

そ

の
口
実
は
別
に
し
て
、
で
は

「何
故
、

実
際
の
生
育
地
で
絶
滅
に
向
か
う
の
で
し
ょ

う

か
。」
そ
れ
は
、
現
在
で
も

「業
者
に

よ
る
山
採
り
と
言
わ
れ
る
盗
掘
」
が
続

い

て

い
る
こ
と
し
か
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

鮫
島
さ
ん
の
話
を
聞
き
な
が
ら
感
じ
た

こ
と
は
、
五
十
年
余
り
の
変
化
を
見
て
き

た
鮫
島
さ
ん
、
そ
の
半
分
の
変
化
を
見
て

き
た
私
、
そ
し
て
最
近
希
少
な
植
物
を
見

始
め
た
方
を
比
較
す
る
と
、
見
た
時
間
に

よ

っ
て
自
然
の
変
化
に
対
す
る
意
識
が
違

う
こ
と
で
す
。
長
く
見
て
き
た
方
ほ
ど
、

盗
掘
の
影
響
が
近
年
、
急
速
に
大
き
く
な
っ

た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
り
ま
す
。

大
き
な
問
題
は
、
希
少
な
植
物
が
実
際

の
生
育
地
で
絶
滅
す
る
こ
と
で
す
。
植
物

は
、
長
い
地
球
の
歴
史
の
中
で
生
育
地
の

環
境
と
深
く
関
係
し
な
が
ら
進
化
し
て
き

た
も
の
で
す
。
た
と
え
自
然
の
生
育
地
を

離
れ
て
庭
先
な
ど
に
存
在
し
て
も
、
生
育

地
と
の
関
係
を
失

っ
て
し
ま
え
ば
、
も
は

や
絶
滅
な
の
で
す
。

三

ど
う
す
べ
き
か
?

植
物
の
悲
劇
は
、
雨
の
日
も
風
の
日
も
、

昼
も
夜
も
あ
る
場
所
に
固
定
さ
れ
て
生
育

す
る
こ
と
か
ら
、
盗
掘
に
よ

っ
て
壊
滅
的

に
大
き
な
影
響
を
受
け
て
し
ま
う
こ
と
で

す
。
マ
ニ
ア
に
よ
る
蝶
の
違
法
採
集
と
比

べ
ま
す
と
、
植
物
に
対
す
る
影
響
の
大
き

さ
が
、
分
か
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
現
状

を
ど
う
に
か
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

も
う
少
し
説
明
し
て
か
ら
、
皆
さ
ん
に
相

談
し
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

希
少
な
野
生
動
植
物

の
保
護
に
関
し
て

山
梨
県
、
長
野
県
、
熊
本
県
な
ど
で
は
早

く
か
ら
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
北

海
道
で
の
条
例
化
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

平
成
五
年
か
ら
、
国
の

「絶
滅

の
お
そ
れ

の
あ
る
野
生
動
植
物
の
保
存
に
関
す
る
法

律

(種
の
保
存
法
)」

が
施
行
さ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
規
制
対
象
と
な
っ
た
北
海
道

の
希
少
植
物
は
レ
ブ
ン
ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ
だ

け
で
あ
り
、
「魂
の
入

っ
て
い
な

い
」
状

態
で
す
。

環
境
庁
で
規
制
対
象
種
を
増
や
そ
う
と

全
国
の
希
少
植
物
を
調
査
中
で
す
が
、
お

そ
ら
く
環
境
庁
で
取
り
上
げ
る
北
海
道
の

植
物
は
わ
ず
か
数
種
で
は
な

い
か
と
悲
観

的
に
予
想
し
て
お
り
ま
す
。
道
レ
ベ
ル
で

の
条
例
と
規
制
対
象
種
は
ま
だ
ま
だ
決
ま

ら
な

い
現
状
で
す
。

他
方
で
、
日
本
で
は
希
少
な
植
物
を
増

殖
し
て
値
段
を
安
く
す
る
こ
と
が
保
護

に

つ
な
が
る
と

い
う
考
え
が
強
く
、
新
た
な

園
芸
対
象
種
を
増
や
そ
う
と
し
て
お
り
ま

す
。
こ
の
考
え
は
、
世
界
的
な
考
え

(例

え
ば
、生
物
多
様
性
条
約

)
で
あ
る

「
生

物
の
種
類
す
べ
て
が
資
源
」
を
履
き
違
え

て
お
り
、
生
育
地
で
の
保
護
を
強
調
せ
ず

に
経
済
的
観
点
を
先
行
さ
せ
る
も
の
で
す
。

こ
の
考
え
は
、
個
人
的
で
す
が
、
北
海
道

の
希
少
な
植
物
を

い
ま
守
る
対
策
に
な
ら

な

い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

緊
急
に
対
策
が
必
要
な
こ
と
が
デ
ー
タ

に
よ
り
分
か

っ
て
い
る
の
に
、
急
速
に
絶

滅
に
向
か
う
植
物
が
多

い
現
状
で
す
。
こ

の
現
状
で
北
海
道
の
植
物
を
絶
滅
さ
せ
な

い
た
め
、
個
人
的
な
提
案
で
す
が
、
皆
さ
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ん
に
二
つ
を
提
案
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

一
つ
は
、
北
海
道
の
希
少
植
物

の
不
買

運
動

(家
庭
で
栽
培
し
な
い
こ
と
)
で
す
。

増
殖
さ
れ
て

(私
は
お
か
し
い
と
思
い
ま

す
が
)
実
際
の
生
育
地
で
絶
滅
し
な
い
状

況
に
な
る
ま
で
、

一
旦
栽
培
し
な
い
こ
と

に
な
り
ま
す
。

も
う

一
つ
は
、
違
法
な
盗
掘
か
ら
始
ま

る
地
元
で
の
販
売
、
全
国
に
向
け
て
の
販

売
を
止
め
さ
せ
る
体
制
づ
く
り
が
必
要
で

す
。
本
州
と
比
べ
て
、
北
海
道
は
余
り
に

も
体
制
づ
く
り
が
遅
れ
て
お
り
ま
す
。

自
然
と
親
し
も
う
、
植
物
と
の
出
会

い

を
楽
し
も
う
と
し
て
、
野
山
を
歩
き
回
る

方
が
増
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
地
域
を
代

表
す
る
最
も
大
切
な
植
物
が
失
わ
れ
て
し

ま

い
、
野
山
で
実
際
に
出
会
え
な
く
な

っ

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
ぜ
ひ
、
「
野
生

植
物
は
野
に
置
け
」
の
考
え
を
推
し
進
め

て
ほ
し
い
と
願

っ
て
お
り
ま
す
。
「
暗

い

話
」
を
し
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
が
そ
れ
に

立
ち
向
か

い
、
「明
る

い
話
」

に
変
え
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

北海道自然保護協会6自 然観察会予定表

日 付 場 所 テ ー マ 集 合 時 間 等

8月24日(土) 大麻鉄道林一大麻中

央公園

「夏草と鉄道林を訪

ねる」

大麻駅前 ラルズス トア集合

AM9:30～12:00

9月14日(土) 日の丸公園(東 区) 「自然林を散策する」 公 園入口集合

AM10:00～12:00

・地下鉄東豊線栄 町終 点下車

唾)出 口。西に向かい徒歩10分b
・南北線麻生駅か ら市営バ ス航空

管制センターゆき栄小学校下車一

す ぐ

10月12日(土) 森林総合研究所(豊

平区)「樹木園」

「紅 葉 とキ ノコの 観

察」

現地入口集合AM10:00～12:00

地下鉄南北線澄川駅か ら市営循環

バス(西 岡環状線)西 岡3条9丁

目下車

徒歩10分

97年

2月23日(土) 西岡水源池 「冬芽 と動物の足跡

ウォッチング」

管理事務所前集合

AM10:00～12:00

地下鉄南北線澄川駅か ら市営循 環

バス(魑)西 岡水源池前下車

自然観察会の お問い合せ は当協会 まで 容(011)251-5465
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北海道自然観察指導員連絡協議会

自然観察会予定表

日 付 場 所 テ ー マ 集 合 場 所 ・ 時 間

8月18日 旧) 円山公園(4) 盛夏 の円山 ・動植物と

登山

円山公園1階 バス待合所

9:00集 合12:00解 散

地下鉄東西線円山公園駅

下車

9月15日(日) 円山公園(5) 秋の円山の動植物 上に同じ 上に同じ

22日 旧) 西岡水源池 キノコの生態 ・食毒見

分けなど

西岡公園前

10:00集 合13:30解 散

昼食持参のこと

地下鉄澄川駅より中央バ

スの[亟 副 線9:32発

10月6日 旧〉 藻岩山 登山コースの植物 ・木

の実 ・鳥たち

慈啓会病院前広場

10:00集 合14:00解 散

地下鉄中島公園駅 より市

バス山鼻循環線か、円山

公園駅より啓明ター ミナ

ル行

13日 旧〉 円山公園(6) 紅葉の円山自然林を歩

く

円山公園駅1階 バ ス待合

所

9:00集 合12:00解 散

地下鉄東西線円山公園駅

下車

11月3日 旧) ウ トナ イ湖

バ ー ドサ ン クチ ュ ア リ

水鳥の識別法 ・渡 りの

様子を観察

ウ トナ イ レ イク ホ テ ル の

湖 畔 側

9:30集 合12:00解 散

道 南 バ スでJR苫 小 牧 駅

よ り8:50発 、 又 は 、

千 歳 空 港 よ り9:15発 ウ ト

ナ イ レ イク ラ ン ド下 車

97年

1月26日 旧)

苫小牧北大演習林 冬の野鳥観察 北大演習林駐車場

10:00集 合12:00解 散

JR苫 小 牧駅バスター ミ

ナル(駅 南口)よ り市バ

ス22番9:25発 、演習林で

下車

2月16日 旧) 円山公園(7) 冬芽の様子、野鳥、動

物たち

円山公園駅1階 バス待合

所

10:00集 合12:00解 散

地下鉄東西線円山公園駅

下車

全 体 的 な問 い 合 わ せ:事 務 局 松 下 昇(011)685-1373か 、 須 藤 節(011)752-7219ま で

北海道野鳥愛護会 ■探鳥会予定表

日 付 場 所 集 合 場 所 時 間

8月25日 旧) 鵡川 JR日 高本線鵡川駅前 9:30

9月8日(日) 鵡川 JR日 高本線鵡川駅前 9:30

15日 旧) 歩きましょう 大沢口駐車場入口 9:00

10月6日 佃) 歩きましょう 大沢口駐車場入口 9 00

13日 旧} 鏡沼、宮島 大富会館前 10 00

20日(日) 野幌森林公園 大沢口駐車場入口 9 00

11月3日 旧) 歩きましょう 大沢口駐車場入口 9:00

10日 旧) ウ トナイ湖 ウ トナイレイクホテル湖畔側 9:40

12月1日 ㈲ 歩きましょう 大沢口駐車場入口 9:00

8日 旧) 小樽港 JR函 館本線小樽駅待合室 10:00

探 鳥会のお問い合せは、柳沢宅まで8(011)851-6364
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新

会

員

紹

介

内 高 亀 一 九 田 小 植 平 鈴 白 見 広 西 津 高 清 佐 小 後 北 小 大 む 川 池 _196

野橋垣暑島子柵 田棉 野細 縁 水采松藤壽 井繍 田釦

晴 忠 浩昌 滋 元 玲 義 道 末 喜 征 朝 昌 典真 恭 訪 賢昭 馬

日 明 子

忠 佐

鉢 藤

成 公

一 子

代 う子 樹 子 暁 稔 雄
子 次 豊 子 豊 子 子 治 子 一 子 実 介 こ 一 二

細 加 前 河 山 中 渡 松 葉 道 忠 高 佐 酒 小 栗 川 岡 森 堤 犬

_内川 騰 田 崎 崎 沢 部 川 山 場 鉢 橋 藤 向 林 本 谷 澤
塚

正 国 敏 悦 信 政 方 道 春 隆 律 顕 文 明 拓 貴

清 男 靖 広 梢 幸 子 子 治 優 子 子 美 一 子 正 実 子 美 哉 夫

～

96

6

28

現在

【学
生
会
員
】

宇
田
川

光

杉

山

由

弘

佐

藤

麗

子

香

舟

生

憲

幸

寄

付

金

小
林

昭
裕

大
谷

和
男

上
田

文
雄

佐
藤

捷
彦

白
老
観
光
協
会

"、

五 六 四 四
、 、 、 、

☆

あ

り

カ

と

う

ご

ざ

い
ま

す

。

○
○
○
円

○
○
○
円

○
○
○
円

○
○
○
円

四
五
〇
円

(敬
称
略
)

雪
だ
る
ま
基
金

㈱
秀
岳
荘

一
〇
〇
、

佐
藤

捷
彦

五
、

大
丸
梅
田
店

二
三
三
、

☆
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

○
○
○
円

○
○
○
円

五
八
四
円

(敬
称
略
)

寄

贈

図

書

寄
贈
者

し
ら
お
い
水
と
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

・
し
ら
お
い
の
自
然

寄
贈
者

北
海
道
環
境
科
学
研
究
セ
ン
タ
i

・
「す
ぐ
れ
た
自
然
地
域
」自
然
環
境
調
査

報
告
書

道
東
圏
域
(山
岳
部
)

・
ヒ
グ

マ
・
エ
ゾ
シ
カ

生
自
心実
能
心調
査
報
止口
圭
日
H

寄
贈
者

大
西

勲

・
北
海
道
山
菜
図
鑑

・
北
紀
行

光
と
風

(河
野
利
明
写
真
集
)

寄
贈
者

高
畑

滋

・
近
世
蝦
夷
地
農
作
物
年
表

・
は
る
か
な
る
ブ
ナ
の
森

・
七
時
雨
の
風

寄
贈
者

上
ノ
国
町
教
育
委
員
会

・
夷
王
山
と
そ
の
周
辺
の
草
花
た
ち

寄
贈
者

ト
ラ
ス
ト
サ
ル
ン
釧
路

・
達
古
式
沼
生
態
調
査
報
告
書

☆
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
(敬
称
略
)

事
務
局
だ
よ
り

今
年
の
気
候
は
不
順
で
、
寒
い
日
が
続

い
て
農
作
物

へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
こ
の
と
こ
ろ
よ
う
や
く
気
温

も
上
り
、
札
幌
は
初
夏
ら
し
い
陽
気
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
協
会

の
窓
か
ら
見
え
る
植

物
園
も
緑
で
い
っ
ぱ

い
で
す
し
、
訪
れ
る

人
も
め

っ
き
り
と
多
く
な
り
ま
し
た
。
北

海
道
に
も
よ
う
や
く
ア
ウ
ト
ド
ア

・
シ
ー

ズ
ン
が
や

っ
て
き
ま
し
た
。
土
曜

・
日
曜

に
は
大
通
り
公
園
に
は
美
し
い
花
壇
や
、

噴
水
を
楽
し
む
家
族
の
人
達
や
若
い
カ

ッ

プ
ル
で
賑
わ

っ
て
お
り
ま
す
。

先
日
実
施
し
ま
し
た
藻
岩
山
の
自
然
観

察
会
は
、
多
く
の
参
加
者
が
あ
り
、
好
評

を
頂
き
ま
し
た
。
毎
回
、
協
会
の
計
画
す

る
自
然
観
察
会
、
講
座
、
講
演
会
等
は
、

い
つ
も
会
員
の
皆
様
や
、

一
般
市
民
の
方
々

か
ら
喜
ば
れ
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
本

年
度
も
経
験
豊
富
な
先
生
方
や
指
導
員
の

人
達
の
ご
協
力
を
頂

い
て
実
施
し
て
い
き

ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
も
お
友
達
と

一

緒
に
参
加
さ
れ
る
と
と
も
に
、

一
人
で
も

多
く
の
自
然
を
愛
す
る
仲
間
を
会
員
と
し

て
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
、
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

(山
辺
)

一
九

九
六
年
し
月
二
十
五
日

れ06
札
幌
市
中
央
区
北
三
西
十

一
加
森
ビ
ル
5

六
階

〒

発

行

所

矯

北
海
道
自
然
保
護
協
会

電
話

(〇

一
一
)

二
五

一
ー
五
四
六

五

発

行

人

俵

浩

三

印

刷

㈱

広

報

社

印

刷

こ
の
紙
は
再
生
紙
を
使

用
し
て

い
ま
す
。
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